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本計画は、東大阪市の文化芸術の振興

や、まちのにぎわいの創出、市民が創

造を発信する拠点として計画された。

環境・設備に求められた設計性能は、

①上質な鑑賞空間を実現するため、照

明設備や音響設備の性能を十分に発揮

する、②CASBEE ランク「S」取得を

はじめとした環境に配慮した省エネル

ギー運用が可能な施設とする、③災害

時には避難所として活用できる防災性

能を確保することであった。

■高機能なホール性能の実現
　音響ノイズ対策
ホール音響は、エレベータや空調設備

及び舞台機構設備にも採用しているイ

ンバータから漏れる高周波ノイズや高

調波電流が原因で、ノイズが混入する

ことがある。この音響ノイズを伝導ノ

イズと誘導ノイズ分け、それぞれに検

討・対策した。

伝導ノイズに対しては、各舞台設備の

変圧器を専用として単独設置とした。

また、舞台音響専用変圧器には、混触

防止板付変圧器を採用し、一次側から

のノイズ伝搬を対策した。

接地計画では、統合接地と個別接地を

併用する方式とし、個別接地は相互

に絶縁されていることはもちろんのこ

と、統合接地として利用している躯体

からも絶縁されているか確認した。特

に機器内部で筐体と内部機器が絶縁で

きているか、機器や配管の支持で間接

的に躯体に接続されていないかを入念

に確認した。

誘導ノイズ対策は、設計時点で舞台音

響設備幹線とその他の幹線が並走す

る区間が極力短くなるように音響室や

EPSをプランニングすることから始め

て、更に音響幹線にシールドケーブル

を採用することで、離隔が確保できな

い区間も、音響幹線側に誘導ノイズが

混入しないようにした。

■高機能なホール性能の実現
　大ホールの客性照明計画
大ホール客席の照明は、LEDダウンラ

イトで設計照度300lxを確保しつつ、

馬蹄形の客席形状に沿ってLEDテープ

ライトを設置した。また、客席によって

照度差が出ないように均斉度は、3D照度

検証ソフトを使用して確認した。

照明器具の選定は、複数メーカーの器

具を同時に点灯および調光制御する検

証を行い、0～100％に至る調光カーブ

や制御の応答性、配光角やグレアなど

を繰り返し比較して最終的な器具決定

を行った。

大ホール 照度シミュレーション

■環境配慮/CASBEE
実施設計時、CASBEE-建築（新築）で

算出した環境性能は、BEE=4.6のSラ

ンクだった。これは高い断熱性や高効

率機器の採用、緑化計画、風環境等に

も配慮を重ねた結果である。また、本

施設は、BEMSを導入しており、負荷

設備用途ごとの電力量の実態を把握で

きる。更に、敷地南西部の芝生敷きの

オープンスペースから見える屋根上

に、容量10.725kWの太陽光発電設備

を設置した。これにより実績値と同時

に視覚的に環境配慮が感じ取れるよう

にした。
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太陽光 月間 設計発電量と発電実績

■BCP計画
災害時に避難所として活用するため、

625kVAのディーゼル型非常用発電機

と10,000Lの地下埋設オイルタンクを

設置した。これにより連続運転時間72

時間を確保している。更に燃料枯渇や

非常用発電機の故障が生じても、本施

設だけは避難所として活用できるよう

に、電気室に設置した盤にて、非常用

発電機電源と、外部電源車の電源とが

手動切替できる盤を用意した。これに

より保安負荷の中で重要と位置づけた

負荷だけは、運用にて柔軟な対応が可

能とした。
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■青年技術者のことば

設備設計者に大事なことは、変革

を恐れず、変革推進者の一人にな

る意識を持つことと考えている。

設備設計する上で当たり前となっ

た省エネルギー性能の確保は、長

期的なビジョンでいえば、2050年

カーボンニュートラルを国が掲げ

ている。そこに至る過程で変革推

進者になるには、既存の省エネル

ギー技術では極めて実現困難であ

る現状を定量的に評価し、高い省

エネルギー効果が期待できる未評

価技術の採用などを積極的に検討

する必要があると考えている。

また、本件のノイズ対策のように

完成した答えが無い技術について

は、自分が描いた性能を発揮でき

ているか評価することが、変革に

つながると考えている。具体的に

は、施工性や使い勝手、ランニン

グコストや保守性を施工段階から

竣工後もモニタリングして、変革

点を見出すことが大切だと考えて

いる。私は幸いにも東大阪市文化

創造館を担当した以降も劇場用途

を含むプロジェクトに携わる機会

に恵まれ、劇場の性能や使い勝手

の向上はもちろんのこと、劇場特

有のエネルギー消費動向を把握し

て、ZEB化や脱炭素といった社会

全体の課題にも変革点を見出して

いきたい。
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1．はじめに
現在担当している総合病院の建設プロ

ジェクトは、既存病院がある敷地内で

既存棟の解体工事と新病院の建設工事

を繰り返すステップとなっており、新

病院建設工事前に既存病院の各種イン

フラ盛替え工事を実施した。

特に病院建物のインフラ盛替えにおい

ては、人命を預かり24時間稼働してい

る建物となるため、工事の影響を最小

限に抑える必要がある。本件では稼働

中の既存病院のインフラ盛替え工事に

おいて排水配管を不断水で盛替えた施

工の取り組みについて紹介する。

2．解決すべき課題と目標
既存棟解体時・新病院棟建設時に、稼

働中である既存病院棟の排水配管が干

渉するため盛替えが必要となった。系

統数は地上階分となる38系統である。

排水配管の盛替え工事では、通常断

水・排水停止を伴うが、以下3点の課

題によりそれが困難な状況であり、患

者やスタッフを含めた建物利用者に配

慮し、効率的かつ建物への影響を最小

限に抑えた施工を行う必要があった。

① 病院内の約50の部門ごとに断水条件

が異なり完全な排水停止が困難であ

ること。断水条件例として、外来は

休日のみ断水可、透析・臨床検査は

日曜のみ断水可、手術は状況による

が手術中は断水不可、病棟は24時間

稼働につき断水困難となっている。

② 配管切断時の騒音・振動を考慮し、

夜間作業ができないこと。

③ 既存図面等の情報不足により断水範

囲の完全把握が困難であること。

今回の最大の課題は、稼働中の病院で

あるという建物の特性上、配管盛替え

時に断水・排水停止ができないという

ことであり、それに対し、建物の排水

機能を停止させない、または停止を最

小限に抑え盛替え工事を完了させるこ

とを目標とした。

3．課題解決の方策
課題解決の方策として、既製品にはな

い『FRP排水二分割桝』を開発した。

図1に製作図面と写真を示す。開発の

ポイントは以下3点である。

① 不断水で排水配管の盛替えが可能で

あること。

② 既存納まりに合わせた自由度の高い

加工が可能であること。

③ 水で腐食しない耐食性と強度を有

し、軽量で施工性に優れているこ

と。

図 1　製作図と製作状況写真

4．実施内容
今回開発した『FRP排水二分割桝』を

用い、既存棟の地下躯体解体前に既存

病院棟ドライエリア内にて該当の全て

の排水配管を盛り替えることとした。

『FRP排水二分割桝』は、FRP（繊維強

化プラスチック）素材を採用し、桝

側部材と蓋側部材の二分割構成とし

た排水桝である。FRP素材は、当初計

画のステンレスや他素材に比べ、総合

的に最適な材質であるといえる。図2

に材質比較表を示す。桝の部材を二分

割にすることで、桝側部材を盛替え対

象である既存排水配管の下部に先行で

設置し、盛替え用の排水配管を事前に

接続することが可能となる。これによ

り、盛替え作業時に切断した既存排水

配管から水が流れてきても下部の桝で

受け、適切に排水することが可能とな

り、不断水での盛替えを実現する。図

3に不断水での排水配管盛替え手順を

示す。一般的な方法となる配管接続で

の盛替えの場合は、既存配管切断時か

ら盛替え用配管への接続までの間、断

水が必須となり、建築主のニーズに合

致しない。

図 2　材料比較表

5．成果・効果の確認検証
『FRP排水二分割』を開発し、活用した

ことにより以下の効果が得られ、目標

水準を達成した。図4に排水配管盛替

え方法ごとの評価比較を示す。

V： 病院各部門の断水条件を満足し、

地上階38系統全ての排水配管にお

いて不断水での盛替えを実現した。

また盛替え後の建築主からの改善

要望0件を継続している。

Q： メーカーと協業し、計画通りの仕

様で排水桝の製作を実現した。ま

た排水配管盛替え作業時、盛替え

後の漏水を含む設備機能障害の発

生0件を継続している。

C： FRP素材の採用により、材料費全体

として約61%低減した。

D： FRP素材採用での軽量化により、搬

入据付時の施工性が向上し、工数

を約48%低減した。

S： FRP素材採用での軽量化により、搬

入据付時に揚重機が不要となり安

全性が向上した。

E： 少人化・揚重機不要により、作業

員の車両通勤や揚重機移動時の燃

料消費量を低減し、概算でCO2排出

量を268.9kg（杉の木19本分）削減

した。

※ CDSEの評価は当初計画していたス

テンレス素材を採用した場合との比

較とした。

図 4　配管盛替え方法ごとの評価比較

6．成果の水平展開
今回開発した『FRP排水二分割』の活用

により、断水・排水停止が困難な稼働

中の建物において、不断水・排水停止

なしで排水配管を盛替えることが可能

となる。屋内活用時の耐火区画への対

応や音の透過問題、耐熱性等を改善す

ることで活用の幅がより広がると考え、

改良の計画を進める所存である。また

今回の取り組みで開発した『FRP排水

二分割』は特許を出願済みである。
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■青年技術者のことば

私は設備技術者として『関わる全

ての人の想いに耳を傾け、対話す

ること』を大切にしています。こ

れまで、いくつかの病院建設プロ

ジェクトを担当し、数多くのス

テークホルダーの想いをかたちに

すべく邁進してきましたが、病院

建物においては、特性上24時間稼

働し、人の命を預かる重要な建物

となるため、特に意識して建築主

のニーズや要求性能を満足できる

よう適切な計画と施工に尽力して

きました。特に今回の取り組みで

ある稼働中の病院におけるインフ

ラ盛替え工事においては、居なが

らの工事でより医療現場に近い

方々の生の声をお聞きし、人の命

の重みをより身近に感じながら、

それを反映した工事計画の立案と

工事の調整・実践をすることがで

き、大変良い経験となりました。

今後も、これまでの経験を糧とし

て柔軟な考えと発想を持ち、全

てのステークホルダーの想いに耳

を傾け、対話をして課題解決でき

る設備技術者として、さらなる知

識の習得と技術力の強化を図りま

す。そして、今後の建設業界全体

の発展に貢献できる人材となれる

よう成長し続けたいと考えます。

■すいせん者
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稼働中の病院における排水配管盛替え時の施工の取り組み

図 3　FRP排水二分割桝を活用した不断水での排水配管盛替え手順


